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2．  城 南 織 物 の 再 起  

 

新しいロゴマーク「すいせいゾウ」の誕生と城南織物の再起  

 

 よ う や く 戦 争 が 終 結 し 、 い よ い よ 再 起 に 向 け て 始 動 と い う と き に

亀 太 郎 氏 が 体 調 を 崩 し た た め 、 戦 後 の 陣 頭 指 揮 を と っ た の は 正 秋 氏

で あ っ た 。 正 秋 氏 は 、 手 元 の お 金 を か き 集 め 、 そ れ で も 足 り な い 部

分 は 親 戚 か ら 借 り て な ん と か 必 要 な 資 金 を 用 意 し た 。「 現 金 を 腹 巻 き

に 巻 い て 遠 州 織 機 を 買 い に 行 っ た 」 と い う エ ピ ー ソ か ら は 、 正 秋 氏

が 再 起 に 向 け て ど れ ほ ど 情 熱 を 注 い だ か が わ か る 。 こ の と き い く つ

か の 新 し い 試 み も 企 図 さ れ た 。  

 ま ず 、19 48 年 に 正 秋 氏 が 2 代 目 社 長 と な り 、城 南 織 物 工 場 を 城

南 織 物 (株 )に 改 称 し 、 個 人 事 業 所 か ら 株 式 会 社 に 改 組 し た 。 ま た 、

戦 中 に 拠 出 し た 工 場 が 「 彗 星 」 の 製 造 所 だ っ た こ と か ら 、 戦 前 使 っ

て い た ロ ゴ マ ー ク の「 ゾ ウ 」印 に 改 良 を 加 え 、「 す い せ い ゾ ウ 」印 を

誕 生 さ せ た 。 そ し て 、 195 3 年 に は タ オ ル 製 造 に 着 手 す る た め に 樹

之 本 工 場 を 新 設 し 、 城 南 織 物 で は 綿 ネ ル 、 広 幅 綿 織 物 、 タ オ ル の 3

つ の 綿 織 物 の 製 造 を お こ な う よ う に な っ た 。  

 

        

戦 後 の ロ ゴ マ ー ク （ 左 ） と 現 在 の ロ ゴ マ ー ク （ 右 ）。  

い ず れ も 「 ゾ ウ 」 の 上 に 「 彗 星 」 が 輝 い て い る 。  

 

 タ オ ル 製 造 開 始 の 背 景 に は 、 戦 後 、 今 治 地 域 で タ オ ル 製 造 が 定 着



「タオルびと」2018 年1 月号（平尾浩一郎氏編②） 

 

 

2 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

し つ つ あ っ た こ と に 加 え て 、 タ オ ル 織 機 を 手 に 入 れ る タ イ ミ ン グ も

あ っ た 。 戦 争 終 結 後 、 戦 前 か ら 日 本 経 済 を 支 え た 平 和 産 業 で あ る 織

物 業 は 徐 々 に そ の 生 産 量 を 増 や し て い き 、 195 0 年 代 に 入 る と す で

に 生 産 過 剰 に よ る 生 産 設 備 統 制 が 敷 か れ て い た 。 195 2 年 の 「 特 定

中 小 企 業 の 安 定 に 関 す る 臨 時 措 置 法 」（中 小 企 業 安 定 法 ）は 、① 織 機

の 登 録 、 ② 未 登 録 織 機 で の 生 産 禁 止 、 ③ 織 機 の 増 設 禁 止 、 ④ 生 産 量

の 制 限（ タ オ ル は 3 割 操 短 ）を お も な 内 容 と し て お り 、タ オ ル を 含

め 織 物 業 の 新 規 参 入 は 容 易 で は な か っ た 。  

 し か し 、 1 953 年 3 月 に 吉 田 茂 内 閣 の「 バ カ ヤ ロ ー 解 散 」   に

よ っ て 衆 議 院 が 解 散 し 、 上 記 の 臨 時 措 置 法 の あ と に つ づ く 新 法 制 定

が 見 送 ら れ た た め 、 195 4 年 の 「 タ オ ル 製 造 業 生 産 設 備 制 限 規 則 」

お よ び 「 未 登 録 タ オ ル 織 機 設 備 制 限 規 則 」（ 同 年 4 月 か ら 施 行 ） 制

定 ま で の わ ず か の 間 に タ オ ル 織 機 を 購 入 で き た 。 195 3 年 に 新 し く

建 て ら れ た 樹 之 本 工 場 は 、 タ オ ル を 織 る た め に 設 置 さ れ た 工 場 だ っ

た 。 タ オ ル 製 造 開 始 に あ た っ て は 、 今 治 地 域 で は タ オ ル 製 造 の 先 駆

者 の ひ と り で あ る 田 中 産 業 (株 )創 業 者 の 田 中 良 太 氏 に 便 宜 を 図 っ て

も ら い 、 こ と の ほ か 世 話 に な っ た 。  

 

 

3．  3 代 目 と し て タ オ ル 業 界 に 入 る  

 平 尾 浩 一 郎 氏 は 、 1 9 5 1 年 1 2 月 9 日 、 今 治 市 鳥 生
と り ゅ う

で 父 ・ 正 秋 氏

と 母 ・ 美 智 子 氏 の 間 に 次 男 と し て 生 ま れ た 。 父 親 の 正 秋 氏 は 、 亀 太

郎 氏 の 長 男 で あ り 、「 城 南 織 物 工 場 」 の 2 代 目 と し て 時 代 の 変 化 を

繊 細 に 捉 え な が ら 市 場 ニ ー ズ に 沿 っ た 製 品 を 生 産 し 、 戦 前 ・ 戦 後 の

激 動 の 時 代 を 乗 り 越 え て き た 。 と り わ け 、 綿 ネ ル や 広 幅 綿 織 物 を 国

内 外 向 け に 生 産 し 、 綿 ネ ル に お い て は 昭 和 2 0 年 頃 か ら 足 袋 の 底 生

地 と し て 埼 玉 県 行 田 市 方 面 に も 販 路 を 持 っ て い た 。  

 平 尾 氏 の 両 親 は 1 9 4 6 年 に 結 婚 し 、そ の 際 に 式 を 挙 げ た の が 八 木

亀 三 郎   の 邸 宅 ・ 八 木 邸 で あ っ た 。 近 代 の 今 治 財 界 の ド ン で あ っ

た 「 八 木 亀 三 郎 」 の 名 は 地 元 で は あ ま り に も 有 名 で あ る 。 平 尾 氏 が

LOOKS
ノート注釈
吉田茂首相が衆議院予算委員会において右派の西村栄一との質疑応答のなかで「バカヤロー」と暴言を吐き、これをきっかけに衆議院が解散（1953年3月14日）。この出来事を俗に「バカヤロー解散」と言う。

LOOKS
ノート注釈
1863年今治生まれの実業家。製塩業で成功し、これを軸に蟹缶詰製造などの多角事業をおこない、愛媛県でも有数の財閥（波止浜財閥）を形成。また、今治瓦斯(株)（現・四国ガス(株)）設立の発起人となり、1912年の設立時には社長に就任。近代今治の経済発展に果たした役割は大きい。1938年没。
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会 長（ 20 16 年 〜 2 017 年［ 第 8 3 年 度 ］）を 務 め た 今 治 ロ ー タ リ ー

ク ラ ブ の 歴 代 会 長 に は 、阿 部 秀 太 郎
ひ で た ろ う

  や 滝 勇
たきいさむ

  な ど 今 治 財 政 界

の 錚 々 た る メ ン バ ー が 顔 を 連 ね て い る が 、 彼 ら を 育 て 今 治 の 近 代 化

の 基 盤 を 作 っ た 人 物 が 八 木 亀 三 郎 で あ る 。 今 治 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ は

1 9 3 4 年 に 産 声 を 上 げ 、 正 秋 氏 も 1 9 7 4〜

1 9 7 5 年（ 第 4 1 年 度 ）に 会 長 を 務 め て い る 。  

 由 緒 あ る 邸 宅 で 式 を 挙 げ て 結 ば れ た 正 秋 氏

と 美 智 子 氏 に は 、次 男 の 平 尾 氏 の 他 に 、長 女・

雅 子 氏 、長 男・雄 三 氏 、三 男・史 郎 氏 が お り 、

4 人 の 子 宝 に 恵 ま れ た 。次 男 の 平 尾 氏 は 、「 跡

取 り 」 と い う プ レ ッ シ ャ ー の な い 中 で 好 き な

こ と に 没 頭 し な が ら 伸 び 伸 び 育 っ た 。 幼 少 の

頃 は よ く 織 物 工 場 に 遊 び に 行 っ て 、 機 械 に 囲

ま れ な が ら 遊 ん で い た 。 モ ノ づ く り は 大 好 き

で 、 プ ラ モ デ ル に 無 我 夢 中 だ っ た 。 今 治 市 立

立 花 小 学 校 に 入 学 す る と 、 毎 日 夜 空 を 見 上 げ て 星 を 観 察 す る 天 文 少

年 に な っ た 。天 文 観 察 に 拍 車 が か か っ た の は 小 学 校 5 年 生 の と き に

望 遠 鏡 を 買 っ て も ら っ て か ら で あ り 、 そ れ 以 来 ま す ま す 星 の 虜 に な

っ た 。 こ の 頃 か ら 宇 宙 へ の 憧 れ が 沸 沸 と 湧 い て い た 。  

 中 学 校 と 高 校 は 松 山 市 に あ る 愛 光 学 園 の「 愛 光 寮 」と「 ト マ ス 寮 」

で 過 ご し 、 自 由 な 校 風 の も と で 男 子 校 生 活 を 楽 し ん だ 。 国 語 の 時 間

を と お し て よ く 本 を 読 む よ う に な り 、 や が て 読 書 少 年 に な っ た 。 愛

光 学 園 の 国 語 の 授 業 で は 、 一 年 間 で 終 え る 教 科 書 を 1 0 ヶ 月 程 度 で

終 了 し 、残 り の 2 ヶ 月 を 読 書 に あ て ら れ た 。こ の よ う な 国 語 の 時 間

が 3〜 4 年 ほ ど つ づ き 、 平 尾 氏 に と っ て 読 書 は 歯 磨 き と 同 じ よ う に

日 常 生 活 の 一 部 と な っ た 。 こ の 時 代 に 漁 る よ う に 読 ん だ 本 が 、 戸 川

幸 夫   の 『 高 安 犬 物 語 』 や 「 動 物 文 学 」 シ リ ー ズ 、 中 島 敦   の

『 山 月 記 』や『 李 陵 』、太 宰 治 の 全 作 品 な ど 、お も に 文 学 作 品 で あ っ

た 。  

 中 ・ 高 校 で す っ か り 文 学 少 年 に な っ た 平 尾 氏 で あ っ た が 、 1 969

 

 

八 木 邸 に て  

LOOKS
ノート注釈
初代今治町長で今治実業界の中心的人物だった阿部光之助の長男。1941年10月から1943年11月まで今治市長就任。

LOOKS
ノート注釈
1928年、1912年設立の今治瓦斯(株)社長就任。そして1945年、同社を含む7社の合併によって四国瓦斯(株)が誕生し、同社社長に就任。「高圧装排炭装置」などのガス製造設備における発明をおこない、ガス普及に尽力。1886年に香川県香川郡川部村（現・高松市）で生まれ、関西大学商科を中退後、大阪ガス、広島ガス電軌などでキャリアを積んだ。1958年藍綬褒章を受章。1963年没。

LOOKS
ノート注釈
1912年佐賀県生まれの作家。日本の動物文学の草分けであり第一人者。1954年、『高安犬物語』で直木賞を受賞。1962年には『子どものための動物物語』でサンケイ児童出版賞を受賞。その他、多数の著作を残し、1980年紫綬褒章、1986年勲三等瑞宝章を受章。2004年没。

LOOKS
ノート注釈
1909年東京都生まれの小説家。1933年東京大学国文学科卒業後、『虎狩』や『山月記』、『古譚』などを刊行し、作家としての地位を築く。持病の喘息のため1942年で夭折。



「タオルびと」2018 年1 月号（平尾浩一郎氏編②） 

 

 

4 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

年 4 月 に 埼 玉 大 学 理 工 学 部 物 理 学 科 に 進 ん だ 。小 学 校 の と き に 抱 い

た 宇 宙 へ の 憧 れ が ふ た た び 甦 っ た 。平 尾 氏 に 火 を 付 け た の は 、1 9 4 9

年 に ノ ー ベ ル 物 理 学 賞 を 受 賞 し た 湯 川 秀 樹   で あ っ た 。 戦 後 、 日

本 中 が 復 興 に 懸 命 だ っ た 時 代 に 日 本 人 の ノ ー ベ ル 賞 受 賞 の ニ ュ ー ス

は 、 た い へ ん な 盛 り 上 が り を み せ 、 多 く の 人 び と を 元 気 づ け た 。 そ

の 後 も 長 ら く 物 理 学 ブ ー ム が つ づ き 、平 尾 氏 も こ の ブ ー ム に 乗 っ た 。

「 こ れ っ と 思 っ た ら ま っ し ぐ ら 」 の 平 尾 氏 は 、 迷 う こ と な く 物 理 学

を 選 び 、 大 学 で は 宇 宙 線 （ 宇 宙 空 間 を 飛 び 交 う 高 エ ネ ル ギ ー の 放 射

線 ） の 研 究 室 に 入 っ た 。 同 じ 研 究 室 出 身 者 に ノ ー ベ ル 物 理 学 賞 を 受

賞 し た 梶 田 隆 章   が お り 、 埼 玉 大 学 で は 名 門 の ゼ ミ で 学 問 に 励 ん

だ 。 一 方 で 、 三 度 の 飯 よ り 好 き だ っ た 読 書 は 相 変 わ ら ず で あ り 、 大

学 時 代 は 畑 正 憲   の 本 に 熱 中 し た 。 平 尾 氏 に と っ て 読 書 は ラ イ フ

ワ ー ク で あ り 、 い つ で も ど こ で も 本 は 友 だ ち で あ っ た 。  

 

「お前 、帰 ってこい」と言 う父親の一言で、人生に転機  

 

 幼 少 の 頃 か ら 興 味 あ る こ と に 没 頭 し て 過 ご し て き た 平 尾 氏 に 、 あ

る 日 、 転 機 が 訪 れ た 。 城 南 織 物 の 跡 取 り と し て 周 囲 の 期 待 を 一 堂 に

集 め て き た 平 尾 氏 の 兄 ・ 雄 三 氏 が 人 生 の 選 択 と し て 織 物 を 選 ば な か

っ た の で あ る 。そ こ で 3 代 目 跡 取 り と し て 、平 尾 氏 に 白 羽 の 矢 が 立

っ た 。 父 親 か ら 「 お 前 、 帰 っ て こ い 」 と 半 強 制 的 に 声 が か か っ た の

は 、城 南 織 物 で 営 業 部 長 や 取 締 役 を 歴 任 し た 番 頭 役 の 日 浅 弘
ひろむ

氏 が 独

立 し て 織 物 工 場 を 立 ち 上 げ る 計 画 が 浮 上 し た と き だ っ た 。  

 こ う し て 、 平 尾 氏 は 、 長 男 に 代 わ っ て 急 き ょ 城 南 織 物 を 継 ぐ こ と

に な り 、帰 今 す る 前 の 1 9 7 7 年 1 2 月 か ら 1 年 間 、城 南 織 物 の 取 引

先 で あ っ た 大 阪 の 老 舗 タ オ ル 専 業 問 屋 の (株 )ヨ シ ザ キ に 修 行 に 入 っ

た 。読 書 家 で も っ ぱ ら 理 系 の 道 を 歩 ん で き た 平 尾 氏 で あ っ た が 、2 0

代 前 半 で タ オ ル の 流 通・販 売 を 学 び 、将 来 は 経 営 者 と な る べ く 1 8 0

度 の 転 換 を 余 儀 な く さ れ た 。 し か し 、 好 奇 心 旺 盛 で チ ェ レ ン ジ ャ ー

の 平 尾 氏 は 、 新 し い 世 界 に 飛 び 込 ん で も 怯 ま ず 、 貪 欲 に 知 識 を 吸 収

LOOKS
ノート注釈
1907年東京都麻布生まれ。父は農商務省地質調査所に勤務する地質学者。1929年京都大学物理学部を卒業後、1934年に「中間子論」を発表。1939年京都大学理学部教授、1949年コロンビア大学教授を歴任し、同年ノーベル物理学賞を受賞。1981年没。

LOOKS
ノート注釈
1959年埼玉県東松山市生まれ。埼玉大学を卒業後、東京大学大学院に進学。理学博士。1999年に東京大学宇宙線研究所教授に就任。2015年、「ニュートリノ」に質量があることを世界で初めて観測によって証明し、従来の素粒子物理学の定説を覆したことが評価され、ノーベル賞を受賞。

LOOKS
ノート注釈
1935年福岡市生まれの小説家、エッセイスト、動物研究家。「ムツゴロウ」という愛称で親しまれている。東京大学理学部動物学科を卒業後、大学院に進んだが研究者にはならず、学習研究社（現・(株)学研ホールディングス）に入社。しかし大企業体質に肌が合わず退社し、1967年に『われら動物みな兄弟』で作家デビューを果たす。
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し て い っ た 。 そ し て 、 197 8 年 に 城 南 織 物 に 入 社 し 、 半 年 ほ ど 日 浅

氏 に 営 業 に つ い て 指 導 を 受 け 、タ オ ル 製 造 に つ い て は 独 学 で 学 ん だ 。

幼 少 の 頃 か ら モ ノ づ く り に 関 心 が あ っ た 平 尾 氏 に と っ て 、 製 造 の ノ

ウ ハ ウ を 学 ぶ こ と に は な ん ら 苦 で は な か っ た 。  

 城 南 織 物 で は 、 1 9 7 3 年 頃 よ り 、 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 生 か し て カ

ネ ボ ウ (株 )   と 契 約 し 、 ク リ ス チ ャ ン デ ィ オ ー ル の ブ ラ ン ド タ オ

ル の 生 産 を ス タ ー ト さ せ て い た 。ほ ぼ 同 時 期 に 、

ジ バ ン シ ィ や イ ブ サ ン ロ ー ラ ン 、 ビ エ ー ル カ ル

ダ ン な ど 他 の ブ ラ ン ド タ オ ル も O E M に よ っ て

製 造 を 始 め た 。  

 ブ ラ ン ド タ オ ル 生 産 と 同 時 に 、 城 南 織 物 で は

工 場 の 生 産 を タ オ ル に 集 中 さ せ る 戦 略 に 打 っ て

出 た 。 綿 ネ ル 、 広 幅 綿 織 物 か ら タ オ ル へ の 転 換

は さ ほ ど 難 し い も の で は な か っ た が 、 ク オ リ テ ィ の 高 い タ オ ル を つ

く る に は 技 術 的 な 努 力 を 必 要 と し た 。 こ れ に 一 役 買 っ た の が カ ネ ボ

ウ で あ っ た 。 ク リ ス チ ャ ン デ ィ オ ー ル の 代 理 店 だ っ た カ ネ ボ ウ の 要

求 す る タ オ ル は 、 城 南 織 物 が そ れ ま で に つ く っ て い た タ オ ル と は ク

オ リ テ ィ に 差 が あ っ た 。カ ネ ボ ウ と 契 約 し た 当 初 、製 品 の 7 0％ が B

級 品 扱 い と な り 、 カ ネ ボ ウ か ら 検 査 員 が 工 場 に 来 る た び に 何 度 も だ

め 押 し さ れ た 。 こ れ に よ っ て 城 南 織 物 は 技 術 的 に 相 当 鍛 え ら れ 、 高

い 品 質 の タ オ ル を 製 造 で き る よ う に な っ た 。  

 ブ ラ ン ド タ オ ル の 流 行 に 後 押 し さ れ る よ う に 、 197 8 年 頃 に は 設

備 を 増 設 し 、 (株 )豊 田 自 動 織 機 の シ ャ ト ル 織 機 「 ト ヨ タ G LT - 8 型 」

（ 通 称 、「 ト ヨ タ 8」） を 導 入 し て 生 産 性 の 向 上 を 実 現 し た 。 そ の 結

果 、 1 9 8 0 年 に は 会 社 設 立 以 来 の 売 上 を 記 録 し た 。  

 好 況 の タ オ ル 業 界 に さ ら な る 好 機 が 訪 れ た 。「 バ ブ ル 経 済 」で あ る 。

バ ブ ル 経 済 が 始 ま っ た 198 5 年 、 平 尾 氏 は 専 務 取 締 役 に 就 任 し た 。

城 南 織 物 で は 、 長 期 計 画 の も と で 革 新 織 機 が 2 4 台 収 容 で き る 東 工

場 が 新 設 さ れ た 。 将 来 的 に は 樹 之 本 工 場 に 設 置 し て あ る シ ャ ト ル 織

機 を 生 産 性 の 優 れ た 革 新 織 機 に 入 れ 替 え 、 競 争 力 を 高 め る 目 論 み で

 

城 南 織 物 本 社  

LOOKS
ノート注釈
1887年に東京都墨田区鐘淵(かねがふち)に創設された紡績会社。戦前は日本を代表する紡績会社であり、綿糸のみならず綿布製造にも早くから着手。その他、絹、毛、麻、化繊を原料とする糸・布製造や石鹸の製造（のちの化粧品事業に繋がる）など多角的事業をおこない規模を拡大していった。戦後は繊維事業から化粧品、薬品、食品などの他事業への転換を図り、時代の変化に対応していったが、バブル経済崩壊後の業績悪化に加え、2005年の粉飾決算事件後の社会的信頼の喪失によって、2008年にトリニティ・インベストメント(株)に吸収合併されて消滅。
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あ っ た 。東 工 場 の 完 成 時 に は 豊 田 自 動 織 機 製 の ス ル ー ザ ー 織 機 4 台

と 小 田 井 鉄 工 (株 )   （ 現 ・ (株 )オ テ ィ ッ ク ス ） 製 の 整 経 機 1 台 が

設 置 さ れ た 。 整 経 機 に つ い て は 地 元 の 山 本 機 料 (株 )   を 窓 口 に 購

入 、 設 置 し 、 計 画 で は 革 新 織 機 を 2 0 台 以 上 の 設 備 規 模 を 想 定 し て

い た た め 、 1 台 当 た り 3〜 4 千 万 円 規 模 の 大 型 を 置 い た 。 一 方 で 、

1 9 5 3 年 に 建 て ら れ た 樹 之 本 工 場 は 戦 後 の 城 南 織 物 の タ オ ル 製 造 の

主 要 工 場 と し て の 役 割 を 終 え 、 198 9 年 に 閉 鎖 さ れ た 。 設 備 増 強 と

ブ ラ ン ド タ オ ル の 好 調 を 受 け て 、城 南 織 物 は 1 9 9 1 年 に 1 9 8 0 年 の

売 上 高 を 抜 い て 最 高 記 録 を 達 成 し た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

                       

 

 

LOOKS
ノート注釈
発動機や織機の修理工場として始まり、戦前から工作機械を製造。1949年小田井鉄工(株)となり、戦後は自動車部品の製造にも注力し、トヨタ自動車やダイハツ自動車など自動車メーカーと取引を開始。1992年に現在の(株)オティックスに改称。

LOOKS
ノート注釈
今治市内にある機料品店。織機の調達、据付け、修理、メンテナンスをおこなう会社。今治では数少ない機料品店のひとつ。




